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1. はじめに 

本書は、静岡県共同利用電子入札システム（工事・委託） 次期ブラウザ対応に向けた準備・設

定を行うマニュアルです。 

一般的な機能や操作手順については製品マニュアルを参照ください。 

 

各画面イメージは、実際に表示される画面内容と異なることがございますので、ご了承ください。 

 

略称について 

 IE ： Internet Explorer の略です。 

 Edge ： Microsoft Edge の略です。 

 

登録商標について 

 SuperCALS は、富士通 Japan 株式会社の登録商標です。 

 Windows、Internet Explorer および Microsoft Edge は、米国 Microsoft Corporation の米国

およびその他の国における商標または登録商標です｡ 

 その他の会社名および製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。 
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2. 設定の順序 

次期ブラウザ対応後※は、電子入札システムを利用する際は、Microsoft Edge を利用ください。 

※システム設定変更日は別途通知をご確認ください。 

 

以下の順序で各種設定とテストを行います。 

No. 設定内容 説明 

1 事前検証ツールの実行 事前検証ツールを実行し、設定が必要な項目を確認しま

す。 

2 ブラウザのインストール 事前検証ツールにて、ブラウザのインストールが必要と

なった場合に実施します。 

3 ブラウザの設定 事前検証ツールにて、ブラウザの設定が NG だった場合

に実施します。 

設定項目は以下になります。 

・キャッシュクリア 

・ポップアップ許可 

4 電子入札補助アプリのバー

ジョンアップ 

事前検証ツールにて、電子入札補助アプリのバージョン

アップが必要となった場合に実施します。 

5 電子入札補助アプリの設

定 

事前検証ツールにて、補助アプリケーションのインストー

ルまたはアップデートが必要となった場合に実施します。 

6 接続テスト 検証サイトへアクセスし、設定が正しくされているかを確

認します。 

・工事（IC カード認証） 
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3. 事前検証ツールの実行 

3.1. 事前検証ツールの入手 

事前検証ツールは静岡県共同利用電子入札（工事・委託） ホームページの左メニューにある『次

期ブラウザ対応移行支援コンテンツ』より取得ください。 

3.2. 事前検証ツールの実行 

① 『3.1. 事前検証ツールの入手』でダウンロードした ZIP ファイルを解凍します。 

 

 

② 解凍されたフォルダを開き、事前検証ツール『Check_tool_shizuoka_Accepter.hta』をダブルク

リックし、実行します。 
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③ ツールが実行されると、以下のような画面が表示されます。 

結果の見方は次項にて解説します。 
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3.3. 事前検証ツール実行結果の確認 

① クライアントの各種ソフトのバージョン確認 

お使いのパソコン環境の情報が表示されます。以下、表示例です。 

 

 

項目 内容 

OS パソコンの OS バージョンが表示されます。 

Windows 8.1, Windows 10, Windows 11 のいずれかをご利用ください。 

Microsoft Edge Edge がインストールされている場合、バージョンが表示されます。 

89 以降のバージョンにてご利用ください。 

電子入札補助アプリ 電子入札補助アプリのバージョンが表示されます。 

V1.0.0 の場合、バージョンアップが必要です。 



 

 

  

Copyright 2011-2022 FUJITSU Japan LIMITED. 

電子調達 電子入札 V３                                        FUJITSU CONFIDENTIAL. 

8 

 

② Microsoft Edge のポップアップ許可設定確認 

Microsoft Edge をご利用する場合に設定が必要です。 

『要確認』の場合、『5.1. Microsoft Edge の設定』に従って設定をしてください。 

 

※「設定情報が読み込めませんでした。」と表示された場合は、画面上の手順に沿って設定

ファイルを指定いただき「check」ボタンをクリックしてください。
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③ 電子入札補助アプリ 許可 URL 設定確認 

電子入札補助アプリのバージョンが V1.0.0 の場合、『対象外』となります。 

『6. 電子入札補助アプリのバージョンアップ』に従ってバージョンアップをしてください。 

 

電子入札補助アプリのバージョンが V1.1.0 で 許可 URL 設定がされていない場合、『要確

認』となります。 

『7. 電子入札補助アプリの設定』に従って許可 URL の設定をしてください。 
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3.4. 事前検証ツール実行の再実行 

ソフトウェアのインストールや設定を実施した後に、事前検証ツールを再実行し『OK』となる事を

確認します。 

事前検証ツールを再実行する場合、再度『3.2. 事前検証ツールの実行』を行うか、事前検証ツー

ル右上の『再読み込み』ボタンをクリックします。 
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4. ブラウザのインストール 

静岡県共同利用電子入札システム（工事・委託）で利用するブラウザをインストールします。 

既に Microsoft Edge がインストールされている（『OK』と表示された）場合、本章はスキップしてく

ださい。 

4.1. Microsoft Edge のインストール 

以下のサイトより Microsoft Edge のインストーラーをダウンロードし、実行してください。 

https://www.microsoft.com/ja-jp/edge 

 

インストール完了後に、事前検証ツールを再実行し、『１．クライアントの各種ソフトのバージョン確

認』 の 『Microsoft Edge』 の確認結果が『OK』となっていることを確認してください。 

 

 

https://www.microsoft.com/ja-jp/edge
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5. ブラウザの設定 

静岡県共同利用電子入札システム（工事・委託）で利用するブラウザの設定を行います。 

利用するブラウザ（Edge）に対して実施ください。 

5.1. Microsoft Edge の設定 

（1） キャッシュクリア 

① Microsoft Edge のウインドウ右上の『×』ボタンのすぐ下にある『…』をクリックし、表示さ

れたメニューの『設定』をクリックします。 
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② 画面左側のメニューにある『プライバシー、検索、サービス』をクリックし、表示された画

面の『閲覧データをクリア』にある『クリアするデータを選択』ボタンをクリックします。 
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③ 時間の範囲は『すべての期間』を選択し、『Cookie およびその他サイトデータ』と『キャッ

シュされた画像とファイル』のチェックボックスにチェック☑をし、『今すぐクリア』ボタンをク

リックします。 

 

 

以上でキャッシュクリアは完了です。続けて、ポップアップ許可登録を実施ください。 
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（2） ポップアップ許可登録 

① Microsoft Edge のウインドウ右上の『×』ボタンのすぐ下にある『…』をクリックし、表示さ

れたメニューの『設定』をクリックします。 
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② 画面左側のメニューにある『Cookie とサイトのアクセス許可』をクリックし、表示された画

面の『ポップアップとリダイレクト』をクリックします。 
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③ 『許可』の右にある『追加』をクリックします。 

 

 

 

④ 画面の『サイト』に以下の表のURLを入力します。入力は 1URLずつ行い、入力が完了し

たら『追加』ボタンをクリックします。3URL の登録が必要なため、計 3 回実施してくださ

い。 

 

No URL 説明 

1 https://www.ebid.cals-shiz.jp 電子入札システム 

2 https://www.ppi.cals-shiz.jp 入札情報システム 

3 https://demo.ep-bid.supercals.jp 検証サイト 
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⑤ 入力した 3 つの URL が許可一覧に追加されていることを確認します。 

 
 

以上でポップアップ許可登録は完了です。 

 

 

最後に、事前検証ツールを再実行し、『２．Microsoft Edge のポップアップ許可設定確認』 が 

『OK』 となったことを確認してください。 

 

 

以上で Microsoft Edge の設定は完了です。 
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6. 電子入札補助アプリのバージョンアップ 

電子入札補助アプリのバージョンアップを行います。 

既に V1.1.0 がインストールされている場合、本章はスキップしてください。 

 

電子入札補助アプリ V1.1.0 は、ご利用されている民間認証局より入手してください。 

連絡先等は以下の「コアシステム対応認証局お問い合わせ先一覧」をご確認ください。 

・一般財団法人日本建設情報総合センター「コアシステム対応認証局お問い合わせ先一覧」 

・https://www.cals.jacic.or.jp/coreconso/inadvance/agencylist.html 

 

入手後は、アプリ付属の手順書に沿ってバージョンアップ作業を実施ください。 

 

バージョンアップ完了後に、事前検証ツールを再実行し、『１．クライアントの各種ソフトのバージョ

ン確認』 の 『電子入札補助アプリ』 のバージョンが V1.1.0 となっていることを確認してください。 

 

https://www.cals.jacic.or.jp/coreconso/inadvance/agencylist.html
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7. 電子入札補助アプリの設定 

電子入札補助アプリの許可 URL リストの設定を行います。 

許可 URL は事前チェックツールで『要確認』となった URL を追加登録します。 

 

① 電子入札補助アプリを起動します。以下操作は起動方法の一例です。 

例） Windows マークをクリックし、『すべてのアプリ』をクリックします。 

表示されたアプリケーション一覧から『電子入札補助アプリ』をクリックします。 

 

 

② 右下のタスクトレイの電子入札補助アプリアイコンを右クリックし、電子入札補助アプリのメニ

ューを表示させ、『許可 URL リスト登録』をクリックします。 
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③ 『許可 URL リスト登録』画面の中央にあるテキスト入力エリアに URL を入力します。 

入力は 1URL ずつ行い、入力が完了したら『追加』ボタンをクリックします。 

 

以下、表の 3 つの URL 追加が必要です。 

事前検証ツールで『要確認』と表示された URL を追加してください。 

No URL 説明 

1 https://www.ebid.cals-shiz.jp 電子入札システム 

2 https://www.ppi.cals-shiz.jp 入札情報システム 

3 https://demo.ep-bid.supercals.jp 検証サイト 

 

例） 上記 3 つの URL が許可 URL に登録されていない場合の事前検証ツールの表示 
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④ 計 3 つの URL が一覧に表示されていることを確認します。 

問題なければ設定の保存のために、右上の『×』ボタンをクリックします。 

 

⑤ 『はい（Y）』をクリックし、設定を保存します。 
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⑥ 『OK』をクリックし、設定を完了します。 

 

 

 

最後に、事前検証ツールを再実行し、『４．電子入札補助アプリ 許可 URL 設定確認』 が 『OK』 

となったことを確認してください。 

 

 

以上で電子入札補助アプリの設定は完了です。 
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8. 接続テスト 

全ての設定が完了したら、検証サイトへアクセスし正しく設定されていることを確認します。 

8.1. 電子入札：工事（IC カード認証） 

① 『https://demo.ep-bid.supercals.jp/ebidAccepter/index.jsp?KikanNo=2200000』へアクセスし

ます。 

アクセス時に以下の画面が表示された場合、『詳細設定』ボタンをクリックし、一番下の

『demo.ep-bid.supercals.jp に進む』または『demo.ep-bid.supercals.jp にアクセスする』をクリッ

クしてください。 ※検証サイトのため表示される可能性がございます。 

 

Edge の場合 

 

https://demo.ep-bid.supercals.jp/ebidAccepter/index.jsp?KikanNo=2200000
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② ユーザー名とパスワードを要求されるので、以下を入力し、「サインイン」をクリックします。 

ユーザー名：kensho ／ パスワード：zikibrowser 

 

Edge の場合 
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③ 『利用者登録』をクリックします。 

 

④ 上部に時刻が表示されるまで待ちます。 
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⑤ 上部に時刻が表示されたら、左メニューの『利用者登録』をクリックします。 

 

⑥ 『登録』ボタンをクリックします。 
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⑦ 表示された画面で PIN 番号を入力し、『OK』ボンタンをクリックします。 

 

⑧ IC カードへのアクセス中ダイアログ、サーバとの通信ダイアログが表示されます。 

処理が完了するまでお待ちください。 

 

アクセス中ダイアログ 

 

 

 

 

 

通信中ダイアログ 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

Copyright 2011-2022 FUJITSU Japan LIMITED. 

電子調達 電子入札 V３                                        FUJITSU CONFIDENTIAL. 

29 

 

⑨ 以下の画面が表示されましたら、正しくブラウザ設定がされています。 

ウインドウの右上『×』ボタンをクリックし、ブラウザを閉じてください。 

 

 


	1.  はじめに
	2.  設定の順序
	3.  事前検証ツールの実行
	3.1. 事前検証ツールの入手
	3.2. 事前検証ツールの実行
	3.3.  事前検証ツール実行結果の確認
	3.4.  事前検証ツール実行の再実行

	4.  ブラウザのインストール
	4.1. Microsoft Edgeのインストール

	5.  ブラウザの設定
	5.1. Microsoft Edgeの設定
	（1） キャッシュクリア
	（2）  ポップアップ許可登録


	6.  電子入札補助アプリのバージョンアップ
	7.  電子入札補助アプリの設定
	8.  接続テスト
	8.1. 電子入札：工事（ICカード認証）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


